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平成 ２４年度 総括幹事会開催

審 議 事 項

第 ３ 回

■発行所 流通経済大学校友会 tel 0297-64-0001

■〒301-8555 茨城県龍ヶ崎市平畑 120

■発行人 佐藤 克實

平成２５年2月２３日に新松戸キャンパス特別会議室にて、本年度最後となる第３回

幹事会が開催された。役員および幹事 ２８名、事務局５名、オブザーバー１名が参加

されました。 まず、佐藤会長より挨拶があり、次に各議題について審議に入りました。

年度末ということで例年通り、本年度決算、次年度予算および事業計画等が主として審

議されました。

おります。

校友会としても校友会員と大学、会員

同士、校友会より会員への情報発信など

に活用する利便性が大き判断んしました。

目的を実現するため積極的に参画する

ことが承認されました。

6．大学創立５０周年記念事業について

前回幹事会にて校友会としての取り

組み案等について幹事各位の考えをお

聞かせ願いたいという話があり、幹事

会開催前に事務局あてに提出すること

とした。

今回、提出案を一覧にし提案者各自

にその案の説明をお願いした。

又、大学の事業予定とそれに対する

校友会としての関与、校友会としての

個別記念事業など基本的スタンスにつ

いての質問が有った。

大学としてはまだ具体的な取り組み

内容については固まっていない様だと

のこと。引き続き情報収集に努める。

１．平成24年度収支決算（案）について

２．平成25年度収支予算（案）について

以下の表参照

３．平成25年度校友会事業計画（案）

・行事－卒業記念品贈呈

・会議

・ 幹事会開催 年３回

（５月１１日、９月１４日、

平成２６年２月２２日）

・支部総会開催支援

一部負担方法が変更になった

通信費（開催案内、出欠葉書）

は全額本部負担

支部活動支援費は総会出席者数

実績（１人当り2000円）により

援助、但し、実績報告による

・職域支部通常総会支援

・海外支部通常総会支援

・広報

・ホ－ムぺ－ジ運営

・卒業生への校友会ガイドパンフ

レット配布

･大学祭援助（金）

つくばね祭、青春祭

・応援旗（校名幟）作成

５０本

・諸行事援助

以上 承認されました。

４ 人事異動

・幹事就任

南九州支部長 青木禎一郎 ２期

12月８日支部発会式にて選出

四国支部長 松永敏男 ２期

浜田氏、支部長、本部幹事ともに

退任（体調不良の為）

山形支部長 五十嵐進 ４期

2月16日みちのく支部合同総会に

て選出

・池澤校友会事務局長退任

健康上の都合にて3月31日をもって

退任。後任は検討中

５．ＲＫＵメールサービスの利用につい

て

大学が所管するドメインを用いたメー

ルアドレスを利用して卒業生への情報

提供、卒業生間の交流を図る’ＲＫＵ

メールサービス’の実施が検討されて

審議する幹事

新参加幹事挨拶ｰ四国松永氏

佐藤会長と 田中副会長

幹事意見表明



流通経済大学校友会報 し ょ う ふ う 2013-6 NO.6

2

項 目

（単位千円）

24年度実績 25年度予算

内訳 計 内訳 計

前年度繰越
2027 41 20 7218

収
入
の
部

会費収入 12040 12 500

利息収入 40 8 587

収 入 計
124 48 1 308 7

支

出

の

部

運

営

活

動

費

行事費 184 0 2024
会議費 348 5 5444
広報費 156 1 1702

事務費 8 15 0
雑 費 5 1 18

小計 69 47 9338

援

助

費

大学祭援助費 38 0 66 0

諸行事援助費 43 0 1000

備品援助 21 2 25 0

小計 10 23 1910

支 出 計 79 71 1 124 8

翌年度繰越 2072 18 20 9057

平成24年度決算・25年度予算（案）

5月12日 第１回幹事会開催

6月16日 千葉支部総会開催

7月8日 中国東支部総会開催

7月28日 静岡支部総会開催

9月1日 北海道支部総会開催

9月8日 第２回幹事会開催

9月15日 栃木支部総会開催

10月13日 四国支部総会開催

10月27日 秋田支部総会開催

10月27日 茨城支部総会開催

11月3日 青森支部総会開催

11月10日 近畿支部総会開催

11月10日 北九州支部総会開催

11月17日 岩手支部総会開催

12月8日 群馬支部総会開催

平成２５年

2月3日 社会福祉会支部総会

2月23日 第３回幹事会開催

3月1日 中華民国支部総会開催

3月2日 観光クラブ支部総会開催

平成2４年度活動報告

平成 ２５年度 幹事会開催

平成２５年５月１１日に新松戸キャンパス２０５教室にて、本年度最

初となる第１回幹事会が開催された。役員および幹事 ３４名、事務局６

名、オブザーバー２名が参加されました。 まず、佐藤会長より挨拶があ

り、次に各議題について審議に入りました。年度はじめということで例年

通り、前年度決算（報告、承認）、本年度予算および事業計画等が主とし

て審議されました。

別に校友会としても独自の取り組み

方がある。案をいろいろ検討してみよ

うということになりました。

参考ｰｰ提案された事業案例

・大学事業への協賛・駅伝支援・情報

交換手段強化・寄付・記録誌・記念誌

（ex 各年代のＯＢの思い出、大学に対

する想いなど）・講演会・ 記念文庫、

図書充実支援・応援歌・記念品・各地

での記念会合・旧職員等貢献者顕彰・

記念碑・草創期各種資料の収集・海外

交流支援、留学 ・記念イベントデー・

ＯＢ総参集 など

次回ある程度とりまとめる。

挨拶される佐藤会長

会長議事進行

審議する幹事

第１回
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１．人事異動

前回発表があった支部長が新たに出

席され、挨拶があった

南九州支部長 青木禎一郎 ２期

四国支部長 松永敏男 ２期

山形支部長 五十嵐氏 今回欠席

新事務局長が選任され了承された

齊藤哲三郎 ７期

池澤前事務局長 3月31日退任

２．平成２４年度決算書

平成２５年度予算書

前回幹事会報告通り承認された。

３．平成２５年度事業計画について

前回幹事会報告通り承認された。

４．創立５０周年記念事業について

前回（２月幹事会）事業案の事前提出

と提出者の口頭説明を受け今回再度取りま

とめ、整理して再確認した。

提案についてはソフト、ハード共にほ

ぼ幾つかのジャンルに集約される。

記念誌ーー草創期よりの歩み（OBよりの

学生生活視点）資料収集、講演会、ネット

情報を使った交流体制作り（強化費）、図

書贈呈ー記念文庫、応援歌、記念品 、貢

献職員の顕彰、学生主催記念事業への特別

支援ーー５０周年つくばね祭、運動部、５

０周年全世代総参加ホームカミングデー

取り組み方についての再確認があった

全体で事業内容、取り組み方について審

議し方向性を認識し、一部問題点も把握で

審議事項

南九州支部長 青木氏

四国支部長 松永氏

齊藤新事務局長

きた。しかし具体化には全体会議のみ

の審議では進まない。検討委員（会）、

事業に対する予算規模と実施期間の設

定、など大枠を固め次に進めなければ

ならない。

前回の意見集約では今回の幹事会で

その辺のたたき台をとのことであった。

再度次回その辺を踏まえて取り組み

を進めて欲しいとの確認があった。

今回特に提案事項の一部について学

校事務局より補足説明があった。

〇奨学金制度について

在学生の急な家計急迫による就学

困難者等への奨学制度（給付、貸与）

はある。但し、奨学金制度の重複、並

立は歓迎すべきものであること。

〇留学支援制度について

制度はあるが、現時点では人数的

には限定的である。（数名から十数名）

５．学校法人日通学園流通経済大学評

議員の選出について

本年5月31日 ２年任期満了

現評議員を一部再任とする事務局

案がしめされたが現校友会役員、幹

事よりの推薦を原則とする、という

意見が出され概ね了承された。

よって、事務局案は原則に沿って

再考するとされ、推薦人事は役員に

一任となった。

６．支部総会開催について

出席の各支部長より各支部の状況

と本年度の支部総会の開催予定につ

いて報告があった。 （詳細はホー

ムページなどでご確認ください）

７．ＲＫＵメールサービスの利用につ

いて

平成２５年４月より在学中使用し

たメールアドレスをそのまま卒業後

も継続使用可能とした。既卒の校友

会員の利用については申込にて利用

可能となる仕組みを構築中である。

完成し次第その手続きを提示します。

なお緊急にて使用希望の場合、本

部にて別途手続きにて登録可能であ

るので希望者は連絡を下さい。

（解説 経費負担の大きいものに付いて）

会議費

幹事会費 １２０万、 主に会議招集に伴う

交通費負担 前年４回を３回にした。幹事数も

組織的に充足してきたのでこれが現状での上限

か

支部総会支援費 ３５２万

今回支援は通信関係の固定的費用（本部）と

参加会員数スライド実績支援（支部）に分け管

理区も分けた。従来の１開催当たりの固定額支

援では会員数を考慮しないものであったので今

回の改訂は上限があるとはいえ妥当である。こ

の費目は最大でかつ支部活性化で開催数が多く

なること、校友会会員（卒業生）の毎年増加、

よって経費も定量的に増加する。支部総会出席

実績数にスライドする支援は使い方次第で効果

は期待できる。しかし案内状発信数あたりの出

席者数を考えるとその通信費の効果はどうか。

ただし案内状形式は各支部に任せられているの

で一概に言えないが、出欠確認の他に、消息確

認、名簿情報のメンテナンス、総会を開催して

いるとの限定的な広報などの効果はあるがその

方法に対して費用対効果の再評価が必要かもし

れない。（無条件に全会員に発信しない、広報

機能をより織り込んだ通信はがき、新たな手段

の検討が必要）

海外関係 ５８万 内交通費４４万

活性化対策として過渡的なもの

広報

ホームページ関係 １４０万

固定的。新たな手段として作業中、流動的。

校友会ガイドブック ３０万

固定的 （主に卒業生用）

在学生援助金 ６６万 効果あり 固定的

行事

卒業記念品代 ２０４万 固定

会員への償還的意味もある。
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RKU社会福祉士会総会

２月３日（日）本学新松戸キャンパスにて

流通経済大学新松戸キャンパスにおいて、

総会及び交流会を開催しました。例年は、

ＯＢ・ＯＧの出席のみでしたが、今年度

は現役の学生、ほぼ卒業が決まった学生

が多数参加してくれました。総会の後、

交流会として、ＯＢ・ＯGからのメッセー

ジとして現役の学生に対し、福祉現場の

置かれている状況、その中での頑張って

いることなどディスカッション形式で行

いました。学生から現場の生の声が聞け

たと喜ばれ、また、自分達会のメンバー

も、みんなの話を聞けてやる気が出たと、

双方にとって良い会となりました。その

後、大学前のシーフードレストランで会

食をしながら更に、交流が深められまし

た。

社会福祉士会でブログはこちら

http://rkucsw.at.webry.info/201302/a

rticle_1.html

17：00～19：00

〇参 加 者

小原 文男（支部長 7期）、山口 稔

（ 1期）石田 幹雄（ 3期）、岩田 暁（ 4

期）、渡辺 雄史（ 5期）今野 晶則（10期）、

武田 久義（12期）、西方 正博（12期）佐藤

元彦（13期）、小野寺秀典（15期）、蜂谷

直之（18期）岡部 詩（27期）、鈴木 真一

（29期）、菅原 崇夫（30期）

菅原（櫻井）美保（31期）、渡邊 重光（34期）

佐藤 克實（校友会長 1期）、我妻 実

（秋田支部長 1期）五十嵐 進（山形 4期）、

堀 明彦（山形 22期）

佐藤 和夫（山形 31期）、加藤 真由美（山

形 31期）

黒田 義一（事務局 8期）

（計23名）

〇議 題

１．支部長挨拶

小原みちのく支部長より開会の挨拶とと

もに、本日の総会は、支部総会の輪を広め

る必要から、山形県在住の会員の参加者を

募った結果、4名の参加を得たと 報告し、

後ほど、山形支部の設立に向けて提案した

いと補足した。

２．来賓挨拶

みちのく支部総会

２月１６日（土） 仙台市

ガーデンパレス２ｆ 日本料理 楓

佐藤校友会長より、昨年4月から、石川

前会長の後任として就任した経緯を説

明した後、本日の参加者に対し、校友会活

動についての協力を求めた。

次に、我妻秋田支部長より、みちのく支

部総会への招待に対する御礼の挨拶が

あった。

３．大学及び校友会の現状

続いて、校友会事務局の黒田から、大学

の現状と校友会の活動状況について報告し

た。

４．会計報告

次に、会計の小野寺秀典氏より2012年度

の収支報告と、会計監査の西方正博氏

より監査報告があり、承認された。

５．乾 杯

続いて、出席者を代表して山口 稔氏が

乾杯の音頭をとり、暫時、歓談の時間

となった。

６．自己紹介

30分ほど経過した後、着席順に大学時代

の思い出や近況を含めて自己紹介を行った。

７．そ の 他

続いて、小原支部長より山形支部設立に

ついて提案があり、関係者による協議が行

われた。

その結果、五十嵐 進氏が暫定支部長と

して選任され、支部総会の開催に向けて進

めることとなった。

また、山形支部総会の早期開催のため、

みちのく支部が全面的に支援することが確

認された。

みちのく支部は、以前から秋田や岩手支

部等との交流が図られており、昨年の歓談

の中でも、関係支部と共同して、地域支部

（東北支部）としての組織固めを目指した

いとの構想を伺っている。

今回の山形支部設立の支援を機に、近い

将来、東北6県の支部の結束が図られるも

のであろうとの強い意気込みを感じた。是

非とも、校友の親睦の輪を広げていってい

ただきたい。

また、本日の総会にはOGが2名参加して

おり、女性会員の参加を促す意味からも、

適正な会費（金額）を検討すべきではない

かとの意見があり、今後に向けて改善する

こととなった。

終了後、近隣の居酒屋で二次会、続いて、

国分町において三次会が開催され、多くの

校友との懇親が深められた。

報告 事務局 黒田

社会福祉会総会
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記事募集
会員同士の交流の情報をお寄せください。飲み会、記念パーテー、ゴルフ会、クラブ OB会など。 また、学生時代の思

い出などでも結構です。はがき、手紙、メールなどでまずお知らせください。必要ならこちらからご連絡致します。

なお、今回の規約改正により支部総会の補助申請には集合写真等での参加人数の確認が必要となりました。少しかた苦

しくなりました。それはそれで担当に任せて、個人でも、会員同士の交歓のスナップ写真をどんどんお送り下さい。言葉で

の説明より実際の楽しい風景の方が会合の雰囲気をより豊かに伝えてくれます。

校友会事務局 会報係まで

東京支部総会

１６：００～

出席者（敬称略）

１期 岡本 正耿、佐藤 克實、土橋 力、

横山 政明、細田 昭司、

３期 薄田 春男、工藤 文夫、遠藤 守拙、

尾形 郁郎、島田 秀男、

４期 川合 求、田中 博也

５期 大友 隆一、

６期 福田 洋、

７期 荻沼 国明、齊藤 哲三郎

１０期 安藤 伸樹、赤石 守、

１７期 木村 尚義

１８期 林 聡

１９期 島田 義久

２１期 川口 勝也

２４期 坂井 佳貴

２５期 佐野 聡

２６期 大原 敏裕、茂野 洋二郎、金 昶洙

２８期 犬飼 功一、井田 和希

３２期 松村 和彦

３３期 片山 智裕、鶴間 栄輝、

４１期 春山 真則

４４期 貞弘 諭史

総会、パーティ

１６時の定刻に薄田副支部長の司会で開始。

校友会岡本東京支部長の挨拶。

校友会齊藤事務局長から校友会と母校について。

佐藤校友会長からご挨拶と乾杯の音頭をいただ

きパーティに入った。

その後 全出席者が自己紹介と要望等を持ち時

間２分程度で発言した。

事務局の赤石総務部長より母校並びに付属高校

の現状ついて説明があつた。

日本通運の安藤伸樹役員より大学開校時の出捐

母体である日本通運の現状を含めたご挨拶があっ

た。

約２時間の懇親会を行い、田中校友会副会長の

中締めの音頭で終了した。

上記出席者名簿のとおり、１期生から４４期生

まで幅広い年代層が集まり和気あいあいと懇親

を深め充実した支部総会となりました。

５月１８日

編 集 後 記

平成２５年度初幹事会が新松戸

キャンパスにて開催されました。

今回はいつもの大会議室では入

りきれず別教室となりました。

これは支部組織の形が整い、人

的陣容も整ってきた結果とおもわ

れます。

組織柄常に１００パーセントの

出席は望めませんが一部を除きほ

ぼ全国的組織の形が目に見えるよ

うになった現われと思われ喜ばし

いかぎりです。

ここ数年にわたる本部方針の策

定とそれの実現に邁進された執行

部、および、常に母校におもいを

いたす各地に散った校友会会員お

よび現地で組織のとりまとめにあ

たられた方々には深く敬意を払

いたいと思います。

だがまた一方で役員、幹事の人

事に異動が続きました。

体調不調の方、病気治療の方

におかれましては早いご回復を

お祈りする次第ではあります。

しかし現在校友会活動を担っ

ておられる方々の年代を思うと

事実として健康に注意を払わね

ばならないときにきたのかなと

も思います。

大学の５０周年事業も検討さ

れております。あれから半世紀

も経ったのかといろいろ思われ

る此の頃です。

Ｓ生記


